生駒市と株式会社タスカジとの事業連携協力に関する協定書
　生駒市（以下「甲」という。）と株式会社タスカジ（以下「乙」という。）は、乙の提供する家事代行シェアリングサービス「タスカジ」（以下「タスカジ」という。）の活用を通じて、第１条に掲げる目的を推進するために、協定を締結する。

（目的）

第１条　この協定は、甲及び乙が相互に連携・協力を行い、多様な暮らし方・働き方の実現を目指すことにより、市民生活の向上に寄与することを目的とする。
（連携・協力事項）

第２条　甲及び乙は、前条の目的を達成するため、主に次に掲げる事項に関する企画、実施等について連携し、協力するものとする。

（１）乙は生駒市内において「タスカジ」を積極的に展開
（２）本取り組みについて甲乙相互の広報やネットワークを活用して積極的に発信
（３）甲が実施する女性就労促進、子育てや介護の支援等の事業を進めるにあたり、「タスカジ」との連携について協議
２　前項各号の事項の実施にあたり、甲と乙が共催で行う事業について、甲の管理する施設を利用する場合の使用料は無料とする（ただし、営利を目的とする活動は含まない。）。

（守秘義務）
第３条　甲及び乙は、双方から提供された情報その他本協定に基づいて知り得た一切の情報（公知の事実を除く。）を本協定の目的以外に使用しないものとし、これを第三者に開示又は漏洩しないものとする。

（苦情又は紛争の処理）

第４条　乙が提供する「タスカジ」の運用上生じた苦情及び紛争については、乙の責任において処理するものとする。

（有効期間）
第５条　本協定の有効期間は、締結の日から平成３１年３月３１日までとする。ただし、期間満了の１か月前までに、甲又は乙のいずれからも何ら申出がない場合は、更に１年間、有効期間を延長するものとし、その後も同様とする。
（協議）
第６条　本協定に定めのない事項又は本協定に定める事項に関し、疑義等が生じた場合は、甲乙間で協議して定めるものとする。また、甲乙間で本協定の解釈等につき疑義が生じた場合は、両者誠意をもって協議し、解決に努める。 

本協定の締結を証するため、本書を２通作成し、甲乙それぞれ記名押印の上、各１通を保有する。

 平成３０年１２月１７日

甲  奈良県生駒市東新町８番３８号

　 
 生駒市長　　
乙　東京都港区芝２丁２６番１号ｉＳｍａｒｔビル３階
 　　                               

 　株式会社　タスカジ
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